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A new record on the host of Atriadops amamioshimensis Oucm (Diptera, Nemestrinidae) 

By Takehiro ATSUYA • Ryoichi MIYANAGA 

Abstract The present study reports Gampsocleis ryukyuensis YAMASAKI as a new host of 
Atriadops amamioshimensis. 

Key words : New host; endoparasitic nemestrinid, Atriadops, Gampsoclezs. 

日本から ツリア ブ モ ドキ科は2属3種， すなわち チ ャ バ ネ ツリア ブモ ドキ （ア マ ミ ツリ ア ブモ ド

キ） Atriadops amamioshimensis, ハ マ ダ ラ ツリア ブモ ドキ A. javanus, ア カ ツリア ブモ ドキ Nyctericterzmyza 

fenestroinornata が記録されて いる (NAGATOMI, 1978) ． こ のうちチ ャ パ ネツリア ブモ ドキは ， 沖縄本

島 （杉本， 2006)， 奄美大島 (OUCHI, 1939)， 鹿児 島 (NAGATOMI, 1978)， 熊本 （大塚， 2002)， 福 岡 （柿

沼 ・ 三枝， 2013)， 山 口 （柿沼 ・ 三枝， 2013)， 大 阪 （桂， 2013) から 報告されており ， そ の寄 主と

して タイ ワ ン ク ツ ワ ムシ Mecopoda elongata (KANMIYA, 1987)， ハ タ ケ ノ ウ マ オイ （ タイ ワ ン ウ マ オ

イ ） Hexacentrus unicolor およ びオキナ ワ モリバ ッ タ Taulia ornata okinawaensis （杉本， 2006) の 計3種

が知られて いる ．

著者の一 人 （厚谷） は オキナ ワ キリ ギリス Gampsocleis ryukyuensis YAMASAKI の成虫を

郡今帰仁村およ び本部 町で採集し ， 島根大学昆虫生態学研究室にて 個 別

から16 -18日後， 複数の飼育容器にお いて 容器内に大型のハ エ 目 幼虫が存在 して いる こと
た （図l左） ． いずれの ケ ー スもオキナ ワ キリ ギリ スの腹部に離脱痕が認められたことから ， こ れら

のハ エ 目 幼虫を オキナ ワ キリ ギリ スの内部 寄生者と 判 断し ， 別容器内で飼養したとこ ろ ， 羽化し

た成虫から本種がチ ャ バ ネツリア ブモ ドキである こと が判 明 した ． 本種の寄主と しては新記録とな

る のでこ こ に報告する ． 詳細なデー タは 以下の通りである ．

主 ： オキナ ワ キリ ギリス 信3皐

集 地 ： 沖縄県 国頭郡今帰仁村 (16'2皐） およ び国頭郡本部 町 (1皐）

およ び2015年7月4 -7日 （今帰仁村およ び本部 町）

蛹化前に死亡したため 性別は 不 明 ）

した オキナ ワ キリ ギリ ス成虫は2014年が11個体， 2015年が24個体であった ． こ のう ち 2014年

1 個体から チ ャバネツリア ブモ ドキが羽化した ． 幼虫を体 内に宿し

には ク リー ム色の幼虫が外部か
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図 l 寄主の オ キ ナ ワ キ リ ギ リ ス と 離脱 し た チ ャ パ ネ ツ リ ア ブモ ド キ の幼虫 （左 ： 矢印） お よ び
幼 虫 の 離脱部位 （右 ： 点線部）

脱は後脚基節付近の節 間膜からであった （ 図 1 右） ． 寄主から離脱した幼虫はゆっくりと潜土し， 土

中で蛹化した． 離脱から蛹化までは， 観察できた2例とも1日であった． 寄主は幼虫の離脱後， 摂食

するこ となく衰弱し， 数 日 後にはすべて死亡した． なお， 著者らは上記の採集地において， 20 15年

4月 25 - 28 日 にオキナ ワ キリギリスの若齢幼虫を1 4個体採集し， 研究室に持ち帰って飼育を行った

が， チ ャ バ ネ ツ リア ブモ ドキの寄生は確認できなかった．

本文を終えるにあたって， 種の同 定をしていただいた九州 大学大学院 ・ 比較社会文化研究院の

舘 卓司准教授に対し， 深く感謝の意 を 表する
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